














































































































年代の若者はオートバイやヒッチハイク、そ て国鉄（現ＪＲ）の周遊券を手に地方を旅した。東京オリンピッ を経て大阪万博が行われた直後の一九七〇年一〇月に、国鉄のディスカバージャパン キャンペーンが始まった。キャンペーンは が提供し、永六輔さんがルポする旅番組『遠くへ行きたい』とともに大 トした。 『遠くへ行きた
い』の山口百恵が歌う主題歌には「巡り逢いたい」というフレーズが繰り返されたり、キャンペーンを企画した電通の藤岡和賀夫氏は同じ年に富士ゼロックスのキャンペーン「モーレツからビューティフルへ」の企画も担当していることから、ディスカバ ジャパンは、高度経済成長を達成した日本が物質世界の充実から精神世界の充実へとステージを進めたことを象徴していると考えられている。ディスカバージャパンは日本と自分自身を再発見す 企画であり、地方への旅を通して地域の暮らしを大切にすること、地域で 人々の支え合いを大切にすることを思い出させるものだった。　
若者を離れて当時の産業と社会を見ると、一九七〇年代半ばに、日



















始め、 「地域の特色を生かした教育」 、 「社会に開か 教育課程」 、 「地域学校協働」 、 「地域コンソーシアム」など、地域のニーズや地域の教育力と協働するようになり、これに合わせ 、徐々に教育 地域主義の動向が現れるようになった。われわれはこの動向を教育 地域主義的転回と呼ぶこととする。　
私たち「地域人材育成研究会」は、 高校魅力化型の高校改革を対象に、
量的データと質的データを収集・分析し、文科省や総務省の政策および地元の産業と社会からの要請がこれまで 主義から距離を置いてきた高校教育をどのように変容させたかを考察してきた。 『地域人材成研究』は、収集した教育の地域主義的転回のデータをアーカイブすることが創刊当初 動機であった。　
研究を始めてみると、高校魅力化は多様だし定義は暖昧であった。
ここで高校魅力化型の改革 共通項を探すならば、なに りもまず




















ている。 「主体的、 対話的で深い学び」 、 「社会に開かれた教育課程」 、 「チーム学校」 、 「地域学校協働」 、 「地域コンソーシアム」 、 「誰一人取り残すことのない、公正に個別最適化された学び」などである。いずれも重要な用語であるし 重要な原理である。　
しかし、これらいわゆる上からの原理とは別の原理で、目の前 生









述する島ヂカラを持っていること、地元の官民を挙げた支援を受けていること、道立から町立に移管したこと、コーディネーターを配置していない 一学年一クラスが定員であること、 （島根県の高校魅力化の原八校で ら四〇名定員の小規模校は吉賀高校 一校のみ） 、複数の大学から支援を受けていること、などの特徴がある。　
地域人材育成研究会は実践されている取り組みの素晴らしさはもち
ろんだが、それに加えて右に述べた特徴 考え 、今後の魅力化型高校改革のモデルになりうると考え 奥尻高校への訪問インタビューを行った。　
奥尻高校の地域の特色を生かした教育の一つ一つ、地域学 協働の































等学校となった。翌平成二九年（二〇一七年）からは全国募集を開始している（所在地域である檜山学区以外の上限 入 生の五〇％以内） 。
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町立移管の主たる目的は廃校化の回避であり、廃校化の危機に振り回されない高校教育の確立であった（町教委） 。町立移管によって、それまで町から離れた「丘 上の」奥尻高校が町との距離を一気に縮めたとされる（高校教員） 。　
募集人員は、 全日制課程普通科四〇名である。平成三一年度 （二〇一九















とは後退であると考える（清水校長） 。二〇一九年度は前年度から引き続き「観光」 、 「祭」 、 「海産物」 、 「農産物」 、 「自然エネルギー」
 、 「防災」
 































































































































































































































高校の存続問題に直面していました。 「道立のま だと、奥尻高校の存続が危うい」と。それで、全国的にもあまり例を見ない、道立 ら町立への移管を選択したと聞いて ます。これ もちろん、 町長、 教育長、
前校長を中心に話をしながら、進められていきました。それで、町内から高 がなくなるということは 島にとっ も大きなダメージになるという判断で、町立移管 たということです。　
移管当時の関係者がただ高校を残すだけではだめで、せっかく残す



















































































































































英語でディスカッションする」ということをしています。ＡＬＴの先生が中心になって、旦那さんもボランティアでやっ くれています。青苗には高校の寮が ので、青苗地区のときには、寮生がたくさん参加しています。あとは、町民の方々や、近くの町民の方がそこの会場にそれぞれ集まってきて楽しくやっています。――参加者は︑高校 以外もいるので か？清水校長：中学生以上の町民の自由参加です。
――大人も？清水校長：
大人、はい。一般町民の方も参加されていて、楽しみにし















































五月ぐらいに、当時から交流を深めてくださっている先生が来てくださいました。それで、 「奥尻高校はこう う取り組みをしたらいいんじゃない」とかというアドバイスを受けたりしながら、そう つながりは持ち続けています。――いいですね。清水校長：
はい。北海道大学も、そうですね。二回ほど来ていただいて。











するのはもちろん大事なんですけど。支援者や周りの方から応援してくださ と、すごく信憑性があって、とても助かります。なので 自分は、島留学生の保護者 方を会場に呼んだ 、生徒は一緒に行けいので、生徒は「ビデオを通して、生の声を届ける」ということで、インタビューしたも を画面を通して伝えるというような工夫をしています。――そうですね。清水校長：
ええ。札幌会場では北海道大学の教授の方と、それから学




















































は何もない」と言うんですよね。 「過ごすのにもきびしい」と島の方は言っています。飛行機は飛ぶみたいですけども、 フェリーが欠航すると、やはり島に物がなくなるようで、一軒コンビニがあるのですが、 「コンビニの売 物もなく るような状態で、きびしくなる」って言ってました。 「冬をどう過ごすか」というの 、 奥尻島の永遠の課題みたいですかね。――そうですか ぜひ︑それを体験しにきたいと思います清水校長：
本校の大きな特色の一つにスクーバダイビングがあります
が、ただ、 「将来につながる学習プログラムと うのを、どんどん増やそう」ということで、 情報科目で、 学校設定科目の「奥尻創生アプリ学」を導入して、 「情報で、地域に役に立つようなアプリを開発し 」というようなことも教科、学校設定科目の中で今、やり始めてます。　
最初は、魅力を伝えるようなものを何かつくってみたりしました。











題を見つけて、それを解決する」という取り組み やってい 町には三大祭りがあり、その祭のイベントの内容がほぼ毎年一緒で、マンネリ化しています。そこ 、 「祭のおもしろいイベントを考えよう」と町おこしワークショップのなかで、観光協会の方と一緒に考えて、そして、つい先日ですが、 「なべつる祭」というものがありまし 海洋研修センターの裏に きなスペースがある ですが、そこで祭が行われます。そこで、そのイベントのなかで、ゲーム的な要素 もので、例年はビンゴ大会とかやっているんで が、 「それ以外の なにかおもしろい企画はないか？」と うことで、足つぼを並べて なわとびで
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夏の全道大会決勝ま 行った札幌国際情報高校や札幌の月寒高校や静内高校を呼んで、一〇〇名近くで、夏休みに合宿をしました。宿泊費とかをかけないために、町民センター 宿泊して ら 、 「宿泊代が浮くので、フェリー代かけ も来てくれるだろう」ということで呼んだようです。　
そうするとやっぱり、奥尻高校 一〇〇人もの野球部の生徒が来る
















































































































も力を入れていまして、本校ではピアサポートプログラムを年六回もやってるんですよね。中高一貫教育を行って ますので、 「中高合同のピアサポート」とい 形で、上級生が下級生にだけではなく、高校生が中学生のメンターになりながら人間関係づくりをする取り組みも行っています。　
グローバル化ということで、八月末にインドネシアから高校生の留







































































み内容の変化に応じて変わ 行ったことが分かる。たとえば誰を呼ぶかは、一年目は特に担当はなく、この人面白そうだねって言いながら決めたという。二年目はもうちょ と形にした という思いから、進路でやらせてくださいって言って進路に持 てくるみたいな感じで結構みんなで取り合 感じになったという。去年からは「す ませ 。全員でやりたいんですけど」という提案に対して「いいよ！」となり、全教員で取り組 でいること、全教員が担当だけでやらせようなんて思ってないという雰囲気があること、が語られた。　
また、島の抱えている課題は結構ほんとにギリギリのことな で、




































察に行って、こんな学校もあるんだよって話をまずしていただいたのと、そのときにもう生徒数も人口も減ってるっていう課題はずっとみんな持ってたので、何かしなければねって うところで、隠岐島前高校の情報を得 、奥尻でもでき いんだろうかと。生徒を呼び込むってことは可能なのかっていう とで、そのとき メンバー、校長がメインになっていろいろと住む場所とか、ほんとに受け入れ ことは可能なのかとか、ルール上の問題もなんですけど、あとはそもそも来たいっていう子はいる だ うかみたいな感じ 募集をかけるようになった ていう形ですね。　
僕はそのとき進路担当で、そのときに進路指導部が抱えてた課題の
一つとして、卒業生を出しても、帰ってくるのがすごく多かったんですけど、その理由の一つが生まれてから高校までず と同じメンバーで生きてきた中で、島外で初めて新しい人間関係 中で生きていかきゃいけないというそのときに、ほ んどの生徒が苦しん た。　
という意味では、高校生のうちに今まで一緒に暮らして来てない人



















































いといった町に対する思いが強いの しょうか それとも高校や高校生に対する思いが強い しょうか？松原教諭：
どうなんだろう。どっちもなのかな。去年異動した教員が



















































































るのはすごく苦手 いうような先生 、四月か やってい 、今ほんとに普通に当たり前のように、全校生徒の前 運営していくような、そういうことができるので、教員もほんと 育っていって とはみんながそれぞれが忙しいの 、自分の役割が決まった 人任せにできないというところもあ ん す ね。松原教諭：それはあるかもし な 。清水校長：
責任を持って、最後までやり遂げなければいけないので、

























「五年後にはもう全部変わってるぐらいの感じ」で教員が変わるという。「地元のとのつながり、地元についての知識を継承する必要 ある。また、ただ要綱だけを引き継いで、紙だけ引き継いでいってもなかなか難しいので、そのスピリットをどう受け継いでいくかと うことを心がけている」という。そのためには、 「くっ付いてもらって、グループの中に入ってもらって」というようなことをして る。　
奥尻高校はコーディネーターを置いていない。コーディネーターを







































































































うに大学生が直接来るっていうことはすごく難しいので、でもやっぱり僕たちの進路 考えてたのは、大学に 行 ほ なっていうことで、やっぱり大学生と関わる機会をっていう意味でスカイプで大学生と毎週一回面談をするやつをや て、それが
Wifi
ニーネーっ



















































のもやってるんですが、それが一番その考えにぴったりなのかなと思うんです。やっぱり自分が今生きているところの課題を考えてもらうってい 。 、その考えた課題を伝えるっていうことが一番かなと。それは多分どこの町に行 てもやれることなので、それをとにかく高校のうちにやらせようっていうふうにすごく思っ ますね。そ やらせ方を一人ではなくて、仲間と一緒にやらせようっていう。そして、奥尻高校はさらにそこにプラスアルファしてるのが、同じ学年だけじゃなくて、縦割りでやらせるっていう は、 う基本にしてますね。社会人になったら同年代と ることはほぼないので。他学年 どれだけ距離感を作りながらやってくかっ いうのは。　
なので、うちのイベントは縦割りはすごく多い気がします。
――このパブリシティっ いう は具体的 どんなこ を？松原教諭：
パブリシティは町の例えばメインは人口減少に対するアプ
ローチが多いんですけど、町に対して、政策提言ってい ことで町長に直接お願いする、提案するっていう活動ですね。町長さん 人口減少止めるために僕たち んなことを考えたんですけどとかっていう。今年はちょっと人口ではないんですけど。――この縦割りで行うことの効果と うのはどう ふうに実感 れてますか？松原教諭：まず、組織力的にうちの全校生徒は六二人いるんですけどそれで一つっていう動き方ができるようになるので、小さ 学校だか
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ので、先輩 後輩をマッチングさせて、一時間学校の好きなとこでしゃべってきてって言って、このへんを全校生徒が入ってきたばっかりの一年生と先輩が二人で歩きながら話しした 、座って「こんな高校なんだよ」っていうのをまずスタートでやってってい のがすごく大きいと思います。　
で、そのマッチングでつながった二人が町おこしワークショップで










































































さんがいる学校とは違ってうちは な ので、その役割を教員がやってるんですけど、それ すごく僕はポジティブに ます。それを大変だってきっと知らない方は思うと思うんですけど、僕は結構 の町おこしワークショップの一番最初の町の人に挨拶しに行った時とかは、正直吐きそうなぐらい緊張してたんですけど、それがなければ僕たち 六〇歳定年まで自分の好き 教科を教えて終われるん すよね。　
それが吐きそうになりながら、 資料持ってその人のところ行って、 「す


































てますね。なので発表会の時とかは、町の方同士がうちのグループの方がいい発表させてやるみたいな感じになってて、結構観てて面白いですね。それで、終わったあととかは、 「うちが一番良かったぞ」みたいなのは、どこのグループ も言ってるので、そういう感じですかね。スタートは決し 高いレベルではやっぱり い。清水校長：
そこは理解してくれてると思います。町の方々は、生徒た































































































































































































































































































































と言ったら、例えば札幌とか都市部に行ったら、近くにあ からね。例えば奥尻だったら日程決めて年に一、 二回しか来て れない ころを、 上手く活用すれば月一回とか関わる方法もとれるかもしれないね。松原教諭：できちゃう。清水校長：
大学や企業の方に来てもらうだけでなく、生徒を大学に連





育大学に行って学習をしたり、総合的な学習（探究）の時間に講師として招いたり、夏休みには地域探究学習と言って、生徒が事業所に行って体験学習をする取り組 もしていましたね。そこには先生方 付かずに、大学や企業であったり、地域の方々から教わる、そんな取り組みをして 終わった後 レポートを書いて単位にするような取り組みをしていましたね。松原教諭：すごい。面白い。清水校長：
ただ近くに大学がなくても、そういう取り組みは奥尻




















































の魅力に惑わされて受験 わけではない。北野君は映像の技術を学ぶ前に奥尻の自然で感性を育てることを選んだ。海野さんは、 「人前であんまりしゃべりたくないっていうか、緊張したりあがり症もあって、すごくだめだったんですよ。それ 改善したら、と でもない強みになるんじゃないか ていうのをすごく感じ 」奥尻高校を受験し 。まぼろしを見て高校を選んだのではないし、偏差値を資料にして進路指導されて高校を選ん のでもない。
島外生二人の力が高まった「背景」には、 学校内外の親密な人間関係、




長くなるがそのことに触れておきたい。二項対立の議論では、高校のインスツルメンタルの で強調されるのは進学・就職のために今の高校生活は忍耐するという考え方である。コンサマトリーの側面で強調されるのは友情や恋愛や消費的若者文化での欲求の即時充足 ために高校生活を送るという考え方である。高校生活でそうした二項対立が起きている場合は、生徒はインスツルメンタルをと コンサマトリーをとるかで悩むことになる。しかし、北野君と海野さんを見 いると、これまでの二項対立の議論は視野が狭かったと痛感することになる。本来のコンサマトリーは「いまここ」 の生活や感覚が充実していること、本来のインスツルメンタルは自己実現やコミュニティ貢献のための学びを意味していたか、あるいは意味する可能性を含んでいたはずであ
北野君と海野さんは快楽や欲望とは異なる意味で高校生活を楽しん





























プ」 。これは、全校みん 取り組んでいる町おこし ものになっていて、これで私は、農産業を担当させていただいて ます。今、お話を進めながら企画作りなど やっています。私のグループは、一人一つ企画を作ったりとか、そういった感じで、 「質よりも先に量を出して、それで質 高めていこう」というか ち 企画を立てさせ ただいて今、まだグループ内 、私も提案 話してはいないんですけど。　
最近ですと、奥尻の農家さんに短くても三日間とか、夏休み中に外
から人を呼んで、農家さんの手伝いとか、そういう農家の勉強をするような林間学校に近いようなかたちの、そういったイベントを行ったら、奥尻での関係人口が増えるんじゃないかなと うこと 私はそういう企画を考えさせていただい して ます。　
パブリシティの方は、私は去年まで実はスクーバダイビングをやっ







ろうか」っていうことを考えて。もちろん、 「島外の人とかが便はやっぱり楽にな 」っていう点では、 とてもいいことだと思ったんですけど。「そうじゃなくて、パブリシティで考えたいことは、 『島の人のため』ということを考えたいっ だよね」っ いうふうになって。人口がどんどん高齢化していくなかで。じゃあ、お年寄り 島になってしまうのではないかっていう で、 「お年寄りが増えて っても、みんなが元気に過ごせる、そんな島にしたい」というこ で、今 「健康ランドを造ろう」みた な感じに っています　
心身ともに、そういったお年寄りが、例えば八〇歳のお年寄りがも










































































そのときに、先輩方が誰もやってなくて、一年生のみの生徒会になっちゃったんですよ。それで、自分含めて役職が四つ、生徒会長、副会長、書記、会計があるんですけど、それに一人ずつしか入らなくて。ほんとに何かイベントとかが近づいてき も、実際何をやればい のかっていうのが、ほんとにわ んなくて。もう活動のやりがいって う面で答えるとしたら、やりがいはもうめちゃめちゃありましたね。あったし、いろいろ失敗したんで、めちゃめちゃ経験値積めたっ い とこでもあります。　
あと、何かイベントが当日本番になって、全体を仕切るっていうと












きに、一応全体を通して、何も事故もなくて まく通 たけど 実際、生徒会で話し合ってたのは、準備とかがほんとスムーズにいくみ いな感じで。 「ボールはここにあるから大丈夫でしょ」みたいな、 「下調べも一回したから、大丈夫でしょ」みた な感じ 生徒会で話し合ました。でも、いざ本番になってみると、やっぱ結構、トラブルが起きたり、時間とかも大幅にロスし 。で 最後の試合とかもあんま
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ぱりこういう奥尻高校っていろん 人が来るから、生徒会長として校外の大人と話す場に呼ばれることが結構多いんですよ。その きにやっぱり全然話せないと、 「あ、はい」みたい 感じ 、ずっと受け身みたいになっちゃって。――そうか。北野：
そうですね。やっぱり大企業とかすごい人を相手にすると、全







ネーっていうのがあります。そのときに、慶応の大学生の方と話しました。僕が奥尻高校に来たきっかけは、 「映像撮りたい」っていうことだったんですけど、映像撮 たいから奥尻高校来たのに、ほぼ何もやってなくて、ずっとぐうたらしてました。なんかもうほんとに投げ出しかけ いるみ いで、 「何やったらい んです ね？」みたいな 聞いたら、 「とりあえず 目の前にあることやった方が いよ」って言われまし 。そのときに目の前にあった 生徒会 ていう役職で 生徒会長になりました。　
そのときはぐうたらしてて、絶対あれやったら面倒くさいだろうなっ








くやるんだ。とっても、 くさん人前でしゃべるんだ」っ 話を聞いて、私はすごくしゃべるのが好きなんですけど、人前でしゃべるっていうことが嫌いって言ったら変なんですけど よくしゃべるけど、人前であんまりしゃべりたくないっていうか、緊張したりあがり症もあって、すごくだめだったんですよ それを改善し ら、とんでもない強みになるんじゃないか ていうのをすごく感じてました。それ こっちに来たときに、 「じゃ、グループワークする」ってなりました。　
あと普通の都心の学校では、私だったら札幌なんですけど、その札
幌の学校にいたときに、 「はい、じゃあ授業でグループワークしてください」って言われたときに、真面目にグループワークし る人っ 、全然やっぱりいな んですよ。札幌では授業だるいな のがあって。 「こうじゃない？」 って言ったら 「ま 、 うだね」 って流されちゃって終わって。それって話し合いじゃないよねって、私はず とすごく思っ て。それが、 「じゃ今度、話し合 ができるよ」って言わ たときに、 話すのが好きなのですごくう しくて。 「じ あ、 ここにしようて奥尻 来ました　
実際来てみて、去年の一年生の一年間、たくさん人前でしゃべった
んですよ。ＯＩＤに入っ から、最初にもう町長さん プレゼン に行って、町長さんの前で ゃべったんですけど、すごい緊張し した。　
でも、 「よくしゃべれるね」って言われて、自分のそれが長所だなっ










































テーションって、何のためにやってるの」っていう、 「何でやるの」っていうのを前に先生に聞かれて、そのときに、 「伝え いことを伝えるため」っていうふうに、私は答えました。
けれど先生に「それは、手法であって、本当にやりたい目的ではな
































「ボーっとしてるままでいいのか」みたいな感じと、あと「結局目的があって奥尻に来たのに、そ 目的を果たせな ままでいいのか」っていうのがありました。響いたので、行動をできるようになった ていうのはありますね。行動をよくするようになったって うのと。　
あと、めちゃめちゃしゃべれるようになったっていうのがあります。











すか。だから自分の自我っていうのがあんまり持てなかったり、自分の意見っていうのが、 あんまり持てなかったりするんですよ。でも、 こっち来てから、自分 手に入れなきゃあまり情報は入ってこ いし、全然、 周りも地元と違って やっぱり感じることだとか考えることって場所によっても違 くるじゃないですか。　
それだけで感性も変わるし、北海道って一回も行ったことない地域
で、かつ島留学っていう制度で、いろん 人たちのところに来て、いろんなことを話し合 、先に感性を鍛え い 映像みたいなのをつくったらよい 思いました。地元の大都市だったら、ちょっと話戻んですけど。映像をつくるときに、絶対に圧倒的に感性を持 と た方が、自分はすばらしいものをつくれるなと思ってて。　
映像技術とかは、もう大人にはかなわないから、 「じゃあ、高校生の
































初めから私が持ってたものがあって、私調べることがすごく好きで。昔から、 興味 あることにつ ては、 すごい勢いで調べていくん すよ。刀にはまったときは、刀調べ 、そ 歴史調べて、持ち主 、持ち主の歴史調べて、みたいな感じで、もう私はすごくのめり込んでて。そういうことがたくさんあって。　
あと、それと同じくらい行動力っていうのが結構あって。友達がい
きなり、前の日に「ちょ と明日朝七時半に集まって、どっか自転車で出かけようぜ」って言ってき 。 「あ、いいよ」 言って。そのままほんとに七時半に集まって、自分の家から三時間ぐらいかけて、札幌記念塔、開拓の村まで、自転車でほん 行って。そういうことをやったりするぐらい、結構アクティブに動いてて。それで 今回奥尻高校に来て先輩たちに、 「じゃあ、 ＯＩＤや ない」 誘われて。最初 マーケティング部だった です ど。その「マーケティング、やら 」って言われて。私は、頭があんま よくなかったん すけど。
――そんなことないから。海野：
いえいえいえ。ほんとに学力がちょっと低くて。だけど、商業
系に行ってみたりとかしたくて。それは、お金を稼ぐっていうことだったりだとか。祖父も父も、営業の仕事をやってたんですよね。私も、人としゃべることが好きっていうのもあって じゃあ、自分の仕事について か、 自分の使ってる商品につい だとか、 人にいっぱい話して、契約をつけたりだ し いくって にすごいあこがれを持ってました。 「お父さんもおじいちゃんも、かっこいいな」って、昔思ったので商業系にも行ってみたかったんですけど、 結局 中学校の途中 とき 、「いや、私には無理だ」って挫折しました。　
それで奥尻に来て、こういうマーケティングができるような機会を
いただいて。 「じゃあ、これほんとにが ば やろう」と思って。すごく試行錯誤したっていうか。一年目で、もう先輩も何し いい わかんないし、私もこの高校 入ってすぐで何 ていい わかんなですよ。 「じゃあ、T
シャツ売ります」ってなったときに、 「企画書を作って
















自分の力にすることができまし 。ＯＩＤ やってたことで、すごく簡単なことなんですけど、ポジティブポス をやったん すよね。ポジティブポス て、人のいいとこを書い 体に張り付けるやつなんですけど。私、それすごい好きで。一年のときのこの手帳があんですけど。手帳には私とあと同じ寮生二人。寮っていうか、民宿に泊まって下宿してる子がいる 。その子たちとポジティブポスやったんですよ そしたら、私「ババア」とかめちゃくちゃ書かれたんですけど。 「それも含めてほめ言葉だぜ って うふうに言ってくれて、めちゃくちゃ面白くて。もう悪口みたいなのも書 てるんですけど、 すごく楽しくて。それで、 「いや、 これあんたの いところだから」と言って貼るんですよ。そしたら、体がすご 付箋だら になるんですよ。これ、 一つ一つほめ言葉って考えたら、 めちゃくちゃうれしく 。――そうですよね。海野：
はい、それで、 「人をほめるって、こんな大事なことなんだな」っ




























































一番人口が少ないんですよ。なので、車とかが通ったら、 「誰誰さんだ」みたいなこと わかるし。 「もう、なんでここにこういう人がいるか」とか、 「隣、今日い よ」みたい は もうすべてわかるんで。　
そういう面に関しても、やっぱり高齢者が多いんで、 「誰誰さんが具












感じれて。その理由としては、学校の 確か外から来た人を出迎えたイベントに地域の人も来てたんですよ。そのときに、その地域の人と会って話したときに、自分が住んでるところにめちゃくちゃ近くて、「じゃあ、今度遊びに来な」って言われたときに、 「あ、わかりました」と言って、その週の土曜日に行ったんですよ。遊び 行って、お茶とかお菓子とかもらって、話してたら、 「自分、映像やってるん すよ」っていうことを言った 、 そのとき 、 「あ、 じゃあ、 これ持っていきなて、い ドローンをくれたんですよ。ドロー くれて、そこにカメラつい て。 「あ、じゃあ、これ 映像撮れるじゃない」って 「え ほんとに いんですか？」みたいなこと言っ ほんとは外から来るに対しては、あんまり仲間に入れない 思うんですけど。　
でもやっぱり、こうやって打ち解ければ、すぐ打ち解けられるし、
こんなすぐ、 「すぐドローンくれる」み な、 ぐ仲良くなれる、打ち解けられるみたいな感じで。　
そういう環境に地元の大都市とかでは恵まれなかった。人と人との


















数年前にやったんですけど。そのときに、 「隣人関係が一番困ってる」って実は奥尻島で出てて。 「おや」ってな んですよ。 「あん にご近所さん仲いいのに、 隣人関係で困ってるんですか」ってなって 私も結構、びっくりしたんです それ聞いたときに、 「それで島から出て行ちゃう人がいた」っていうのを聞いて、 「強い」 、 「強すぎる」っていうことがい ことなのか悪いことなのかは、ちょっと考える ころもいろいろあると思う　
私は自分が話してて、自分がいいと思ってる人のことを悪く言われ
るのは、やっぱり嫌だなと思ってる で。そいうの 、結構学校の先生って悪く言われてるんですよ、地元 なかで。――ほんと？海野：
はい。 「よそ者だから」っていうのもあって、先生方ってやっぱ






然そ なことないですよ。もう学校だと、めちゃくちゃはじけてますよ、 先生」みたいなのがあって。それを、 誤解したまんまにしとくのが、すごくもったいないっていうか、私としても嫌なので、じゃあ、私がその誤解してる人と仲良かったから、 「いや、違いますよ。この人、こういう人なんですよ」って うふ に言えるから。　
私、そういう点ですごく、地域の人と仲良くさせていただいてます。
自分たちには、島おじっていう関係があるので その島おじの方ともすごく仲良くさせていただいてます。そう うときに、地域で例えば、「隣人関係困ってる」っていう結果があって、 「先生のこととか、自分の友達のこととか、誤解してる人がいる だよね」ってなった きに「じゃあ、どうしたらいいと思う」っていう相談を その島おじの方にしたりだとか、自分が なった にしたりだとか、そ こともできるっていう点で、すごくい なって、私思ってます。　
悪いことっていうか、悪いうわさがすごく早く回っちゃうのは、お











えてくれてるっていうのもあります。たくさん話してる 、やっぱり町立に移管し 、こう 島外から人を呼ぶようになっ 、それを受け入れをするって考え ときに、 「じゃあ、 この子たちを預かるってなったら、私たちどうしたらいい だろうね？」っ いうことを ほに一年目は、 「はい」ってすぐ言わなかったみたいなんですよね。○○さんっていう方が私の寮母さんですが、 「はい」って言わな 一年目、どうしてやらなかったんですか？」って聞 ら、 「一年間 家族でちゃんと会議して 話し 。それで二年目、 『じゃあ引 受けよう』 ってしたんだよ」っていうのを言ってくれ 。それだけ 島の外から来る人のことも考えてくれ るんだな いうふ に思 たりとか。
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しい」とか、私は好きだけど、奥尻にずっと住むことは、自分がやりたいこともあるから難しいと思 てるので。 「 “土地
〟
じゃないけど、土になるんじゃないけど、風にはなれ























ドできる」っていう、それこそ映像がめちゃめちゃ何か広告だとかっていうのにいろいろ使われる時代で、その映像っていう最強のツール、個人的には最強のつなぐツールだなと思ってます。それで、奥尻 いろんなものを撮ったり、これからやっていきたいなと思 ることなんですけど、撮ったり、奥尻自体をもうブランド化しちゃって、それを映像 アピールするみた なことを、 しかしたら、奥尻じ なくなるかもしれないんで けど。でも、奥尻で映像を使った関係の仕事はやっていきたいなっていうことを思 て。　
あと、さっき言ったんですけど人と人とのつながりっていう、僕の

















ていうのもすごいあるので。そう うふ に つなが を切らずに関わっ きた なって思ってます。　
私ができることは、今この発信するこ だったり、○○荘 いる女







とか、私は好きだけど、奥尻にず と住むことは、自分がやり いこともあるから難しいと思ってるので。 「 “土地
〟
じゃないけど、土にな



































































































































































一歩進み、地域と高校 双方向的な協働を提唱した。平成二七年に中央教育審議会答申「新しい時代の教育や地方創生の実現に向けた学校と地域の連携・協働の在り方と今後の推進方策について（中教審一八六号） 」 （平成二七年一二月二一日）で、地域全体で未来を担 子どもの成長を支える「地域学校協働活動」を推進する と 「地域学校協働本部」 ） 。　
翌、平成二八年には中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、
























る。しかし、少なくない場合では、高校魅力化は脱中央依存化、自立分散型化、持続可能 社会化の大き 社会変動を直視し闘う人 ちの取り組みであり。安易な 批判で、多様で 地域に根ざ た内発活性化の芽を摘むことは厳に慎まなければ らない。　
制度の網の目に囚われ、制度に依存しなければならない状況の中で













また、生徒は目の前にある課題に対して 生感覚で没入 て た。そして、生徒だけでなく教師や地域住民でも同じようなことが起きていた。　
今日の日本の高校は魅力を欠くことが少なくない。 れわれの島根
県での調査結果では、島根県の高校魅力化原参加校八校の魅力化スター
トの直接のきっかけには、統廃合の危機回避であったり（隠岐島前高校） 、キャリア教育の不振への対策であったり（横田高校、吉賀高校） 、生徒の不適応対策であったり（飯南高校）の要素が見られた。これらの高校では一部の生徒を除いて、従来 教科書中心や受験学力中心の教育からは高校生活 わくわく感やドキドキ感、適切感、没入感が得られなくなっていた。つまり、高校生活 このあと論ずるような魅力が無くなっていたのである。　
魅力化を始める前の高校での勉強は将来の地位達成のための忍耐で
あり、 やらさ 仕事であり、 詰め込み 。生徒は 「欲望の即時充足」は劣った欲望であると教え れ、忍耐と勤勉 彼方で味わえるかもしれない 「延期された欲望の充足」 こそが正しい欲望であると教えられた。　
しかし中山間地域という条件不利地域においては、延期された欲望
の充足を求められた生徒のうち、少 くな 割合が学校教育を介しての地位達成 断念するか、そもそも中卒時に地元を出て地位達成等の条件有利な都市部の高校へ進学した。その結果が離島・中山間地域の高校生の中退や不登校であったり、地元中学卒業生の地域外 高校への流出が目立つようになった。　
わくわく感やドキドキ感、適切感、没入感とはどのような感覚だろ





ことが欠如することである。アウラはヴァルター・ベンヤミンが『複製技術時代の芸術』の中 唱えた概念であり、アウラの欠如は例えるならば、過去に行われたすでに経過や結果を知っているスポーツの録画を見ている時の感覚である。あるいは、ツアーで社寺を訪問して宗教的な感覚が湧き上 ることを犠牲にしてでも、ガイドブック通りの事物が存在することの確認を強いられる感覚 ある。　
レリバンスの喪失とは、実生活との適切な関連の感覚（又は教材の
現実生活との適切な関連）が失われることであ 。本稿では メリカの経験主義教育の教育学者デューイ 『学校と社会・子ど とカリキュラム』の中で検討したレリバンスの意味で用いてい デューイによるとレリバンスの喪失は学びの動機付けを損なうもの あ 。　
フローは没入感のことである。ハンガリー生まれでアメリカで心理
学の研究を行ったチクセントミハイによると、 「心理的エネルギー」が今取り組んでいる対象へ一〇〇％注 れてい 状態 いう。　
奥尻高校では高校魅力化の取り組みの中で、高校教育にアウラやレ


















は多くの高校が定員割れしており統廃合の危機に直面して る。定員割れしている は、前述のように従来型の進学実績や部 動実績を高める競争を行うための条件が不利な場合が多く（条件不利校） 、都市部の伝統校や私立校に遅れを取り ちである。条件不利という現実を受け入れずに進学実績や部活動実績を無理矢理高めようとすることは、中退や不登校など生徒の高校生 への不適応を招く結果となりがちである。従来型の募集対策の覇道を問い直して、その上で今、生徒 社会から求められる高校教育を構築していくことが募集対策の王道であり、高校魅力化の第一 目的・背景である。　
第二は目的についてである日本社会と地域社会の地域人材育成の要


































































































高校教育改革は、直観的 は良い方向に勢いよく進んでいるように見えます。応援したい気持ちでいっぱいです。 しかし、 無批判に賛辞を送 には躊躇します。方法や手順の妥当性を欠く実践は、道を踏み外 りぶれたりするからです。
われわれ地域人材育成研究会は、アカデミックな仕
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